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対象は、2005年 4月～2011年 12月の期間に筑波大学附属病院で治療を行った 29例である。脳動静




治療難易度から前述の 5分類を 3分類に簡略した分類に基づき、対象の 29例を low grade群（S-M grade 

















 周術期であるが、24 例で術前と比較して神経症状の悪化は認めなかった。しかし、4 例で術前の
modified Rankin Scale（mRS）から 1以内の軽度症状悪化、1例で術前の mRSで 2以上の重度症状悪化
を認めた。周術期の症状悪化率 / 死亡率は、13.8%（軽度悪化），3.4%（重度悪化）/ 0%であった。治
療難易度別の周術期症状悪化率については、軽度悪化と重度悪化を併せると low grade群：18.2%、middle 
grade群：10%、high grade群：25%で high grade群に多い傾向にあったが、重度悪化に限れば high grade
群は 1例のみであった。 
 集学的治療の基本方針別にみると、脳動静脈奇形のサイズが 2.5 cm未満の症例では、周囲脳の機能的
重要性に関わらず周術期合併症は発生しなかった。また、2.5 cm以上の症例であっても eloquentに局在
するため陽子線治療を選択した症例では、周術期合併症を認めなかった。その一方、non-eloquent に局





























平成 29年 10月 2日、学位論文審査委員会において、審査委員全員出席のもと、論文について説明を
求め、関連事項について質疑応答を行い、学力の確認を行った。その結果、審査委員全員が合格と判定
した。 
よって、著者は博士（医学）の学位を受けるに十分な資格を有するものと認める。 
 
